
き方改革の一環として、小樽市立学校では転送電話の設定をしております。本校では、
平日１７：００（部活動のある日は１８：３０）～７：３０と休日（終日）は転送電

話となっております。何かご用のあるときは、設置以外の時間に連絡をお願いいたします。
なお、欠席連絡は「安心メール」でもできますので、始業式に配付したプリントをご覧

になってください。

新学期に向けて ～ divers i t y＆ inc lus ion～

校 長 吉 岡 智 尋

こ こ 数 年 、「 ダ イ バ ー シ テ ィ ー 」 や 「 イ ン ク ル ー ジ ョ ン 」 と い う 言 葉 を 見 た

り 、 聞 い た り す る こ と が 多 く な り ま し た 。 辞 書 で 調 べ て み る と 、「 ダ イ バ ー シ

テ ィ ー ＝ 多 様 性 」、「 イ ン ク ル ー ジ ョ ン ＝ 包 括 ・ 受 容 」 と い う 意 味 だ と わ か り

ます 。 つ まり 、 よ く使 われ てい る「 ダイ バー シ ティ ー＆ イン クル ージ ョン 」と

いう表現は、性別、年齢、障がい、国籍などの外面の属性や、ライフスタイル、

職歴 、 価 値観 な ど の内 面の 属性 にか かわ らず 、 それ ぞれ の個 を尊 重し 、認 め合

い 、 良 い と こ ろ を 活 か す こ と 、 と さ れ ま す 。 も し 、 地 球 上 の み ん な が 、『 そ れ

ぞれ の 個 を尊 重 し 、認 め合 い、 良い とこ ろを 活 かす こと 』が でき たな らば 、こ

の世の中からいじめ、差別、争い、戦争がなくなるのでしょう。

さ て 、 生 徒 の 皆 さ ん に 、 身 近 な 話 を し た い と 思 い ま す 。 新 学 期 を 迎 え 、 そ れ

ぞれ入学、進級をした皆さん、新しい学級はどうですか？

クラスを見渡すと、

「 勉 強 が 得 意 な 人 」「 運 動 が 好 き な 人 」「 絵 を 描 く の が 上 手 な 人 」「 お も し ろ

い 人 」「 も り も り ご 飯 を 食 べ る 人 」「 優 し い 人 」「 縁 の 下 の 力 持 ち 」「 字 が 丁 寧

な 人 」「 聞 き 上 手 な 人 」「 よ く お 世 話 を し て く れ る 人 」「 料 理 の 得 意 な 人 」「 気

配り名人」・・・・。

実 に 多 くの 個 性 的で 性格 の違 う人 が集 まっ て いま す。 だれ 一人 とし て同 じ人

はいません。隣の人はどうでしょう。どんな人ですか？これから始まる新学期、

ぜひ 「 ダ イバ ー シ ティ ー＆ イン クル ージ ョン 」 の精 神で 過ご して みま しょ う。

『 そ れ ぞ れ の 個 を 尊 重 し 、 認 め 合 い 、 良 い と こ ろ を 活 か す 』 そ ん な 西 陵 中 学

校で あ っ てほ し い と思 いま す。 そし て、 一人 一 人が 生き 生き と学 校生 活を 送っ

てほしいと思っています。

最 後 に な り ま す が 、 新 年 度 を 迎 え ま し た 。 保 護 者 、 地 域 の 皆 様 、 西 陵

中学校を今年度もよろしくお願いいたします。

ホームページはこちらから⇒
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「西陵中学校便り」

校 訓 「自立」「共生」「創造」

教育目標 自ら学び 人とつながり ともに未来を創る

働



４月６日（木）、新入生４９名を迎え、令和５年度の入学式を

挙行しました。今年度の入学式は、在校生も会場に入り、４年ぶ

りに全校生徒と保護者が一堂に会した中での実施となりました。

学校長の式辞では、中学校生活を始めるに当たり、「志をもつ

こと」「自分を鍛えること」「挑戦すること」の３つを大切にして

ほしいとの話がありました。

新入生代表の布川茉由子さんは、「中学生という自覚と責任を

持ち、自分で目標を決め、その目標に向け、自主的に行動して努

力していきたいです。」と力強く決意を述べていました。中学校

生活では、いろいろな経験を通して、多くの人と出会い、人とし

て大きく成長してもらいたいと思います。
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４月１日付けで、本校に着任した教職員です。これ

から、どうぞよろしくお願いいたします。

【教 頭】 瀧口 博貴 小樽市教育委員会より

【教 諭】 佐藤 冴 小樽市立菁園中学校より

中村 郷久 小樽市立北陵中学校より

山本 禎人 小樽市立向陽中学校より

向井 義典 小樽市教育委員会より

澁谷 希李 期限付採用

【事務職員】 元谷 誠司 余市町立沢町小学校より

【巡回指導】 濵田 徹 小樽市立松ヶ枝中学校より

４月 転入職員のお知らせ

４月７日（金）に対面式が開催され、新入生

に対して、生徒会による学校紹介や部活動紹介

がありました。

式の最後に、１年生を代表して２組の岩田彩

花さんが「部活動を通して、多くの先生方、先

輩方の皆さんと関わり、挨拶の大切さや、協力

する必要性を学んでいきたいと思います」とお

礼の言葉を述べました。

対 面 式

国からの通知では、新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行する５月８日（月）までの期間、学校教

育活動においては、児童生徒及び教職員に対し、マスクの着用を求めないことが基本となっています。

ただし、基礎疾患があるなど様々な事情により、感染不安を抱き、マスクの着用を希望したり、健康上の理

由によりマスクを着用できない生徒もいることなどから、本校の教職員から生徒に対し、マスクの着脱を強い

ることはいたしません。

なお、気候上可能な限り、２方向の窓を同時に開けて常時換気を行ったり、近距離で向かい合って発声した

りする活動は控えるなどの感染症対策を講じて参ります。

また、以前と同様、給食をとる場面では、適切な換気を確保するとともに、大声での会話は控える、机を向

かい合わせにしないなどの対策を行っていきます。

保護者の皆様のご理解とご協力、どうぞよろしくお願いいたします。

学校におけるマスク着用の考え方などについて


